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１．開催目的

県内企業、誘致企業等の製品、サービスに、県内の各産業分野の企業や県民が直接触れ、体験できるイベントを開催し、
各産業分野におけるＩＣＴ利活用の促進、県内企業、誘致企業が持つ技術の横展開及び県民のＩＣＴ利活用にかかる意
識醸成を図る。

２．開催期間・場所 令和3年12月25日（土）～12月26日（日） 出島メッセ長崎 イベント・展示ホール

３．来場者数 約２，１００人

４．出展企業・団体 43企業団体

［メイン展示ブース］ ソニーセミコンダクタソリューションズグループ、京セラグループ

［一般展示ブース］ 県内企業、誘致企業、大学・高専

５．体験ブース

VR体験、ドローン操縦体験、eスポーツ体験、高齢者向けスマホ教室

６．ステージイベント

(1)オープニングセレモニー （出席者約６０名）

主催者挨拶 長崎県副知事 平田 研

来賓挨拶 長崎県議会議長 坂本 智徳 様、 （一社）長崎県情報産業協会会長 濵本 浩邦 様

(2)特別セミナー

「ICTとDX 長崎の戦略的未来構想」（12/25）

野村総合研究所 主席研究員 藤野 直明氏、上級コンサルタント 梶野 真弘氏

「デジタル時代にDEJIMAを再構築する」（12/26）

エリエス・ブック・コンサルティング 代表取締役 土井 英司氏

(3)出展企業・団体プレゼンテーションプログラム

１９企業・団体による企業紹介、ソリューション紹介等

開催概要





会場の様子



特別セミナー

12/25（土）

「ICTとDX 長崎の戦略的未来構想」
野村総合研究所 主席研究員 藤野 直明 氏

◆日本経営工学会 副会長
◆日本オペレーションズリサーチ学会フェロー
◆日本オペレーションズマネジメント＆戦略学
会理事

◆ロボット革命・産業IOT推進協議会WG1イン
テリジェンスチームリーダー

◆JR東日本モビリティ変革推進コンソーシアム
ステアリング委員会委員

◆日本小売業協会流通SCM政策研究会座長
◆政府の2020年代の物流施策大綱検討会議メンバー
◆早稲田大学理工学術院大学院情報生産システム研究科客員教授

12/26（日）

「デジタル時代にDEJIMAを再構築する」
エリエス・ブック・コンサルティング 代表取締役 土井 英司 氏

◆元アマゾンのカリスマバイヤー
◆「世界で最も影響力のある100人」に選ばれた、
近藤麻理恵氏を見いだした。

◆出版プロデュース実績は、『人生がときめく片
づけの魔法』を始めベストセラー作品多数

◆現在は、大村市に移住し、長崎を拠点に出版コ
ンサルタントとして活躍

◆民間企業への伴走型企業改革のコンサルティ
ング

◆産業振興に関する調査研究・コンサルティン
グに従事。製造業工場には中小企業から大企
業を含め、各種業種250箇所以上訪問

◆北九州工業高等専門学校 特命教授

野村総合研究所 上級コンサルタント 梶野 真弘 氏

藤野氏、梶野氏共著

『小説 第４次産業革命
～日本の製造業を救え！～』

土井氏プロデュース作品

『人生がときめく片づけの魔法』



来場者数 約２，１００名（目標 約５，０００人）

＜来場者分布＞

報道実績

新 聞 長崎新聞

テレビ KTN、NBC、NIB

2021.12.26 長崎新聞

⚫ 30代以上になると、男性が圧倒的
に多く、女性が極端に少ない。

⚫ 30代以上の女性向けの企画やプロ
モーションによってさらにイベン
トの活性化が見込める。

⚫ 20代までは男女比はほぼ同等、多
少女性の比率が高い。

⚫ 上図の来場者性別、来場者年齢性別ピラミッドは、
「視来リンク」を使用し、推計しています。

⚫ 定点観測カメラで撮影した来場者の画像をAI技術
で解析し、来場者傾向を可視化しています。（画
像保存、個人特定なし）

「視来リンク」
開発元：株式会社ＢＣＣ
提供元：ＮＢＣ情報システム株式会社

71% 29%

＜来場者性別＞ ＜来場者年齢性別ピラミッド＞



＜その他来場者の意見＞

・ もっと事前の案内を行えば集客でき盛り上がると感じた。（製造業）

・ 県内企業でこれだけ力のある企業が多いとは知らなかった。（サービス業）
・ 展示会としての運営がこなれていない。カンファレンスバッグはあったほうがよい。受付が紙であるのはICTとしてどう
か。（情報通信業）

・ もう少し幅広い分野の出展が見たかった。同じような似かよった出展が多いと感じた。もっと広く広告したほうが良い。

・ 県内各地（県北、県央、県南）で開催できれば、マッチングも実現しやすいのではないか。（卸売・小売業）

・ 普段は触れることのできないテクノロジーを体感することができ、県内企業が持つテクノロジーのすごさを知ることがで
きた。（高専・大学生）

・ 子供が高校生で将来の進路に役立てばと思い参加。長崎でも様々な企業を誘致されて、就職先が広がるような取組、
フェアが増えると良いと思う。（卸売・小売業）

・ 同じ場所でたくさんの企業の商品と接する機会はあまりないので、再度開催してほしい。（無職）

来場者アンケート結果

満足度、ＩＣＴ活用意識の向上、次回開催希望ともに９割が肯定的な回答となった。

満足度 ICT活用意識の向上 次回開催希望



出展企業・団体アンケート結果

商談件数（目標50件） 接触件数
（名刺交換等、関係を築けた件数）

成約件数
（ビジネス、企業間連携、産学連携）

360件 1,888件 19件

＜出展者の意見・感想等＞

◆集客について

・事前のプロモーションをもう少し工夫するとより集客できたのではないか。

・ 想定する参加規模は現実的に、シビアに見積もってほしい。

・ イベントのターゲット（産学官、学生、個人など）が明確でなく、効果的な展示ができないと感じた。

・ 来場者の属性について、今後ICTを活用する・ICTが必要となる企業・事業者やユーザーの来場は想定より多くないと感
じた。

◆開催時期について

・ お客様が検討に入りやすい時期（5〜10月）、民間企業の方が見学しやすい平日に開催していただくと商談化しやすい。

・ ビジネス向けであれば年末の時期や、週末ではなく平日の方がよい。

◆商談等について

・動員目標数は５千人で、実来場者数は期待値を下回ったが、来客数に対して実商談数、商談に繋がりそうな案件数の割合
は高かった。

・ 普段営業ではお会いしない他業種の方と大変有意義な情報交換ができた。今後も行っていただければ、会社の活性化に
つながる。

・ 今後の案件につながりそうな名刺交換は多くできたので非常に良かった。

◆その他

・県内企業は来場があったと感じたが、県外企業の来場はほとんどなく、長崎県の魅力を発信できていないと感じた。

・ 県外の施設にも見劣りしない規模の会場であり、交通の便もよく、今後、様々な展示会が開催されることを期待したい。


